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(57)【要約】
【課題】デジタイザへの入力を確実に行い、ＬＥＤから
発生する熱の放熱を十分に行うことができ、高輝度で長
寿命の画像表示装置を実現する。
【解決手段】液晶パネル１０２とＬＥＤ２２１と液晶パ
ネル１０２の背面に配置された電磁誘導式のデジタイザ
２２６とを備えた画像表示装置であって、液晶パネル１
０２の周縁部の少なくともひとつの端部に液晶パネル１
０２の方向に開口する開口部２３０を有するコの字形状
の非磁性材料よりなる放熱板２２７を配置し、放熱板２
２７にＬＥＤ２２１を載置するとともに、放熱板２２７
の開口部２３０がデジタイザ２２６の端部を覆うように
配置している。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
液晶パネルと光源と前記液晶パネルの背面に配置されたデジタイザとを備えた画像表示装
置であって、前記液晶パネルの周縁部の少なくともひとつの端部に前記液晶パネルの方向
に開口する開口部を有するコの字形状の非磁性材料よりなる第１放熱板を配置し、前記第
１放熱板に前記光源を載置するとともに、前記第１放熱板の前記開口部が前記デジタイザ
の端部を覆うように配置したことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
前記液晶パネルをバックライト光源部と前記バックライト光源部に積層された液晶本体部
とにより構成するとともに、前記バックライト光源部を反射シートと導光板とプリズムシ
ートとを順次積層し、前記導光板の端面に向かって光照射するＬＥＤを前記反射シートと
平行な面を有する基板に配置したことを特徴とする請求項１に記載の画像表示装置。
【請求項３】
前記ＬＥＤを配置した前記基板の下面と前記第１放熱板とを熱伝導性の接着剤を介して接
着固定したことを特徴とする請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
前記基板の上面に前記第１放熱板を配置し、前記第１放熱板に前記ＬＥＤを配置したこと
を特徴とする請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項５】
前記ＬＥＤを配置した前記基板の下面にＬ次形状の第２放熱板を配置するとともに、前記
第２放熱板と前記第１放熱板とを熱伝導性の接着剤を介して接着固定したことを特徴とす
る請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項６】
前記デジタイザの端部を覆う前記第１放熱板が前記液晶パネルの有効表示領域の外側に位
置するように構成したことを特徴とする請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の画
像表示装置。
【請求項７】
前記第１放熱板が金属材料であることを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか一項
に記載の画像表示装置。
【請求項８】
前記第２放熱板が金属材料であることを特徴とする請求項５に記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、バックライト光源を備えた画像表示装置に関するものであり、特に電磁式の
デジタイザを備えた画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の画像表示装置は、液晶を用いたものが主流であり、ガラス上にＴＦＴを形成し液
晶を封じ込んだ液晶パネルに背面に設置されたバックライトから照射された光を透過させ
て画像を表示するという方法を用いている。それ故、明るく美しい高品質画像を得ようと
すると、バックライトは明るく、且つ画面上で均一でなければならない。
【０００３】
　従来、このような液晶パネルを用いた画像表示装置のバックライトの光源には、冷陰極
管が用いられて来たが、近年の技術的な進歩によってＬＥＤの効率と輝度が著しく向上し
、冷陰極管並の効率と輝度が得られるようになってきた。そのために、特に小型の液晶表
示装置のバックライト光源としてＬＥＤが用いられるようになってきた。
【０００４】
　しかしながら、バックライト光源としてＬＥＤを用いる場合、冷陰極が線状に発光する
のに対して、ＬＥＤの場合は点状に発光する。そのために、冷陰極管と同等の照度を得よ



(3) JP 2009-217206 A 2009.9.24

10

20

30

40

50

うとすると、低出力のＬＥＤを多数用いるか、もしくは高出力のＬＥＤを用いて光の分散
を効率的に行うかのどちらかを選択しなくてはならない。
【０００５】
　コスト、重量などの点から光源として用いるＬＥＤの数はできるだけ削減しなくてはな
らないが、ＬＥＤの個数を減らすと必然的にＬＥＤ一個あたりの輝度を上げなくてはなら
ないため、ＬＥＤ一個あたりの入力が増加し、それに伴う発熱がＬＥＤ周辺に集中して起
きる。このような発熱はさらにＬＥＤの温度を上昇させ、ＬＥＤの信頼性や寿命を損なう
ばかりでなく、周辺部材にも悪影響を及ぼすようになる。このようなＬＥＤの発熱に対す
る課題を解決する例が開示されている（例えば、特許文献１、２参照）。
【０００６】
　一方、これらの画像表示装置を用いた情報処理装置では、マンマシンインターフェース
として、タッチパネルやデジタイザを用い、液晶画面の位置を検出する機能を有する対話
式の画像表示装置などが多くなってきている。
【特許文献１】特開２００２－２２９０２２号公報
【特許文献２】特開２００３－０７６２８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１、特許文献２には、ＬＥＤからの放熱のみに着目し、ＬＥＤから発生する熱
を広い面積を有する金属などの伝導体に導きその表面から放熱するように、金属薄膜や金
属フレーム、あるいは軟質金属シートや金属フレームを設ける例が開示されている。
【０００８】
　しかしながら、デジタイザを液晶パネルの背面に配置し、液晶画面の前面から電磁ペン
によって位置を検出しようとすると次のような課題が生じる。すなわち、液晶画面の有効
表示領域内に放熱板などの磁石や磁場を変形させる金属が存在すると、入力位置検出に異
常が発生し誤差が生じるという課題がある。
【０００９】
　そこで本発明は、このような課題を解決して、デジタイザへの入力を確実に行い、なお
かつ、ＬＥＤから発生する熱の放熱を十分に行うことができ、高輝度で長寿命の画像表示
装置を実現することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するために、本発明の画像表示装置は、液晶パネルと光源と液晶パネ
ルの背面に配置されたデジタイザとを備えた画像表示装置であって、液晶パネルの周縁部
の少なくともひとつの端部に液晶パネルの方向に開口する開口部を有するコの字形状の非
磁性材料よりなる第１放熱板を配置し、第１放熱板に光源を載置するとともに、第１放熱
板の開口部がデジタイザの端部を覆うように配置している。
【００１１】
　このような構成によると、デジタイザには電磁的な歪みが生じないため、画像表示装置
の前面から電磁スタイラスなどによって指示された位置情報が正確に検出され、さらに、
光源から発生する熱を第１放熱板に伝熱させて外気に放出させることができる。
【００１２】
　さらに、液晶パネルをバックライト光源部とバックライト光源部に積層された液晶本体
部とにより構成するとともに、バックライト光源部を反射シートと導光板とプリズムシー
トとを順次積層して構成し、導光板の端面に向かって光照射するＬＥＤを反射シートと平
行な面を有する基板に配置するように構成することが望ましい。このような構成によると
、画像表示装置として高輝度なバックライト光源部を実現することができる。
【００１３】
　さらに、ＬＥＤを配置した基板の下面と第１放熱板とを熱伝導性の接着剤を介して接着
固定してもよい。このような構成によれば、ＬＥＤからの熱を基板と熱伝導性の接着剤を
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介して第１放熱板に効率的に伝熱することができるとともに、第１放熱板から効率的に放
熱し、高出力のＬＥＤを用いた高輝度、長寿命の画像表示装置を実現することができる。
【００１４】
　さらに、基板の上面に第１放熱板を配置し、第１放熱板にＬＥＤを配置してもよい。こ
のような構成によれば、ＬＥＤからの熱を直接第１放熱板に伝熱させることができ、さら
に高出力のＬＥＤを用いた高輝度、長寿命の画像表示装置を実現することができる。
【００１５】
　さらに、ＬＥＤを配置した基板の下面にＬ次形状の第２放熱板を配置するとともに、第
２放熱板と第１放熱板とを熱伝導性の接着剤を介して接着固定してもよい。このような構
成によれば、ＬＥＤからの熱を第２放熱板から第１放熱板に伝熱しながら、Ｌ字形状によ
って放熱の伝熱面積を増加させた第１放熱板から放熱するとともに、第２放熱板からも効
率的に放熱することができ、さらに、高出力のＬＥＤを用いた高輝度、長寿命の画像表示
装置を実現することができる。
【００１６】
　さらに、デジタイザの端部を覆う第１放熱板が液晶パネルの有効表示領域の外側に位置
するように構成することが望ましい。このような構成によれば、有効表示領域内部に、第
２放熱板が入り込まないようにしているので、デジタイザに電磁スタイラスから位置を入
力する際に、第２放熱板の影響を除くことができ正確に電磁スタイラスからの情報を入力
することができる。
【００１７】
　第１放熱板が金属材料であることが望ましい。このような構成によれば、銅、アルミニ
ウム、ステンレスなどの金属板などの成型加工によって容易に第１放熱板を実現すること
ができる。
【００１８】
　さらに、第２放熱板が金属材料であることが望ましい。このような構成によれば、銅、
アルミニウム、ステンレスなどの金属板などの成型加工によって容易に第２放熱板を実現
することができる。
【発明の効果】
【００１９】
　以上のように、本発明の画像表示装置によれば、デジタイザへの入力を確実に行い、Ｌ
ＥＤから発生する熱の放熱を十分に行うことができ、高輝度で長寿命の画像表示装置を実
現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００２１】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１における画像表示装置を示す斜視図であり、図２は、図
１のＡ-Ａ線部分断面図である。図１に示すように画像表示装置１００は、周縁部が樹脂
製の筐体１０１で囲われ、その内部に液晶パネル１０２が設置されている。液晶パネル１
０２の裏面には電磁式のデジタイザが配置され、液晶パネル１０２の表示面に電磁スタイ
ラス１０３を近づけると、その位置情報をデジタイザが読み取ることにより必要な情報処
理操作などを行うようにしている。なお、液晶パネル１０２は前面ガラス基板と背面ガラ
ス基板とによってサンドイッチされているが本発明の実施の形態では、前面ガラス基板と
背面ガラス基板とを省略して図示している。
【００２２】
　図２に示すように、液晶パネル１０２は液晶表示部２１０とバックライト光源部２２０
とにより構成されている。液晶表示部２１０は射出側偏光板２１１と液晶本体部２１２と
入射側偏光板２１３とにより構成されている。また、バックライト光源部２２０は、画像
表示装置１００の短手方向片側の端部に配置された光源となるＬＥＤ２２１と、ＬＥＤ２
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２１から放出される白色光２２２を導く導光板２２３と、導光板２２３の背面に設置され
た反射シート２２４と、導光板２２３の前面に配置されたプリズムシート２２５とにより
構成されている。
【００２３】
　ＬＥＤ２２１から出射された白色光２２２は、そのままでは、液晶表示部２１０を均一
に光らせることができない。そのため、導光板２２３に導かれ、導光板２２３の背面に設
置された反射シート２２４によって、面上で均一に反射しプリズムシート２２５で液晶本
体部２１２に対してほぼ垂直な光となって放出されるようになっている。
【００２４】
　この光は、入射側偏光板２１３によって偏光されて、液晶本体部２１２の内部に封入さ
れた液晶のねじれ角に応じて射出側偏光板２１１によって出射光を部分的に遮り、画面上
に出てくる光量を変化させて画素毎の階調を決めることができる。
【００２５】
　一方、反射シート２２４の裏側、すなわち、液晶パネル１０２の背面には、反射シート
２２４に近接して電磁式誘導式のデジタイザ２２６が設置されており、図１に示す電磁ス
タイラス１０３からの位置情報を受け取る。
【００２６】
　画像表示装置１００の、ＬＥＤ２２１が配置された端部領域Ａの詳細な構成について説
明する。本発明の実施の形態１においては、図２に示すように、ＬＥＤ２２１が導光板２
２３から端部領域Ａに延伸された反射シート２２４の表面に取り付けられている。すなわ
ち、本発明の実施の形態１では、反射シート２２４と平行な面を有する基板として、延伸
された反射シート２２４そのものを用いている。一方、デジタイザ２２６も端部領域Ａ側
に延伸されて端部Ｂを形成し、その端部Ｂがコの字形状をした第１放熱板となる非磁性の
放熱板２２７の開口部２３０によって挟み込まれた構成になっている。さらに放熱板２２
７は突き出し面２２７ａと突き出し面２２７ｂとを有し、突き出し面２２７ａの上面と反
射シート２２４とが熱伝導性の両面粘着テープ２２８を介して接合されている。
【００２７】
　一般的に、デジタイザ２２６はその端部領域では有効作動しなくなる。そのため、液晶
パネル１０２の有効表示領域Ｃ内にその有効作動領域が位置するように、端部Ｂを画像表
示装置１００の端部領域Ａに延伸して設けているものである。
【００２８】
　放熱板２２７は突き出し面２２７ａと突き出し面２２７ｂと背面２２７ｃとから構成さ
れているが、反射シート２２４と接合している突き出し面２２７ａの長さよりもデジタイ
ザ２２６を挟んだもう一方の突き出し面２２７ｂの長さを長くし、突き出し面２２７ｂの
端部が液晶表示部２１０の有効表示領域Ｃよりも外側となるように構成されている。
【００２９】
　本発明の実施の形態１における画像表示装置の有効表示領域Ｃは、図１で示されている
液晶パネル１０２の表示領域とほぼ等しくなるように構成している。それ故、液晶本体部
２１２や導光板２２３などの有効表示領域Ｃ以外の部分は、樹脂あるいはアルミ合金など
の筐体１０１によって囲われている。
【００３０】
　このように、本発明の実施の形態１における画像表示装置では、電磁誘導式のデジタイ
ザ２２６の端部Ｂを非磁性材料よりなる第１放熱板の放熱板２２７で両面から挟み込むよ
うに構成し、さらに、放熱板２２７のひとつの突き出し面２２７ａに熱伝導性の両面粘着
テープ２２８と反射シート２２４を介してＬＥＤ２２１を熱的に接触させている。また、
放熱板２２７が画像表示装置１００の有効表示領域Ｃ内に入らないようにしている。
【００３１】
　そのため、有効表示領域Ｃの内部に、磁性を帯びる可能性のある金属が入り込まないよ
うにしているので、デジタイザ３２６に電磁スタイラス１０３から位置を入力する際に、
放熱板２２７によるデジタイザ２２６への磁気的影響を除くことができ、正確に電磁スタ
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イラス１０３からの情報を入力することができる。
【００３２】
　また、このような構成によれば、ＬＥＤ２２１から発生する熱は、反射シート２２４、
両面粘着テープ２２８、放熱板２２７へと伝熱して放熱板２２７全体に伝導し、画像表示
装置１００の背面側に回り込み放熱するようになっているため、効率的に熱を背面側に放
出することができる。
【００３３】
　また、放熱板２２７は、全体をコの字形状として伝熱面積をできるだけ大きく取るよう
に構成している。すなわち、反射シート２２４側の突き出し面２２７ａとデジタイザ２２
６の裏面の突き出し面２２７ｂとの長さを異ならせ、突き出し面２２７ｂは有効表示領域
Ｃ内に入らない最大限の長さを確保し、突き出し面２２７ａは導光板２２３に達しない長
さとしている。このような構成とすることにより、ＬＥＤ２２１からの熱が導光板２２３
の方にはあまり伝導せず、放熱板２２７の背面２２７ｃ、突き出し面２２７ｂの方に伝導
して外気に放出され、導光板２２３や反射シート２２４の熱的劣化を抑制することができ
る。
【００３４】
　なお、第１放熱板となる放熱板２２７は非磁性材料であり熱伝導性の高いアルミニウム
や銅など用いることができ、さらにステンレス材料などで構成することが望ましい。この
ように、金属材料で放熱板２２７を形成すると成型加工などによって容易に実現すること
ができるが、例えば熱伝導性に優れた炭素材料や、樹脂材料などで形成してもよい。
【００３５】
　また、上記の説明では延伸した反射シート２２４と放熱板２２７の突き出し面２２７ａ
とを接合する構成としているが、端部領域Ａに反射シート２２４を延伸せずに、樹脂材料
などの絶縁物としてその絶縁物上にＬＥＤ２２１を配置する構成としてもよい。
【００３６】
　なお、図２に示す本発明の実施の形態１における画像表示装置では、ＬＥＤ２２１と導
光板２２３との中心線をずらし、ＬＥＤ２２１からの照射光が導光板２２３の側面の中心
より下部に入射するようにＬＥＤ２２１を低く配置してもよい。すなわち、ＬＥＤ２２１
の高さが導光板２２３の厚みよりも小さくなるようにしてもよい。このような構成とする
と、反射シート２２４での反射光量がプリズムシート２２５に直接入る光量よりも大きく
なり、非常に均一性の高い画面輝度を得ることができる。
【００３７】
　このように、本発明の実施の形態１によれば、デジタイザの機能を阻害せずにＬＥＤか
ら発生する熱を効率的に放熱でき、その結果、ＬＥＤへの投入電力を大きくして常に高い
輝度を実現する画像表示装置を実現することが可能となる。
（実施の形態２）
　図３は、本発明の実施の形態２における画像表示装置を示す部分断面図である。実施の
形態２における画像表示装置は実施の形態１で述べた画像表示装置１００と基本構成は同
様であり、実施の形態１とは端部領域Ａの構成と筐体の構成が異なる。
【００３８】
　図３に示すように、画像表示装置の液晶パネル３０２は液晶表示部３１０とバックライ
ト光源部３２０とにより構成されている。液晶表示部３１０は射出側偏光板３１１と液晶
本体部３１２と入射側偏光板３１３とにより構成されている。また、バックライト光源部
３２０は、画像表示装置の短手方向片側の端部に配置された光源となるＬＥＤ３２１と、
ＬＥＤ３２１から放出される白色光３２２を導く導光板３２３と、導光板３２３の背面に
設置された反射シート３２４と、導光板３２３の前面に配置されたプリズムシート３２５
とにより構成されている。
【００３９】
　ＬＥＤ３２１から出射された白色光３２２は、そのままでは、液晶表示部３１０を均一
に光らせることができない。そのため、導光板３２３に導かれ、導光板３２３の背面に設
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置された反射シート３２４によって、面上で均一に反射しプリズムシート３２５で液晶本
体部３１２に対して垂直な光となって放出されるようになっている。
【００４０】
　この光は、入射側偏光板３１３によって偏光されて、液晶本体部３１２の内部に封入さ
れた液晶のねじれ角に応じて射出側偏光板３１１によって出射光を部分的に遮り、画面上
に出てくる光量を変化させて画素毎の階調を決めることができる。
【００４１】
　一方、反射シート３２４の裏側には、すなわち、液晶パネル３０２の背面には、反射シ
ート３２４に近接して電磁式誘導式のデジタイザ３２６が設置されており、図１に示す電
磁スタイラス１０３からの位置情報を受け取る。
【００４２】
　ＬＥＤ３２１が配置された端部領域Ａの詳細な構成について説明する。本発明の実施の
形態２でも、デジタイザ３２６が端部領域Ａ側に延伸されて端部Ｂを形成し、その端部Ｂ
がコの字形状をした第１放熱板となる非磁性の放熱板３２７の開口部３４０によって挟み
込まれた構成になっている。放熱板３２７の突き出し面３２７ａの下面が、反射シート３
２４と平行な面を有する基板として延伸された反射シート３２４の上面に熱伝導性の両面
粘着テープ３２８を介して貼り付けられ、放熱板３２７の突き出し面３２７ａの上面にＬ
ＥＤ３２１が設置されている。またＬＥＤ３２１の上面は押さえ金具３２９によって押さ
えつけられるように構成され、押さえ金具３２９が筐体３３０に取り付けられている。
【００４３】
　一方、放熱板３２７の突き出し面３２７ａと突き出し面３２７ｂとでデジタイザ３２６
の端部領域Ｂを挟み込むようにし、反射シート３２４と接合している突き出し面３２７ａ
は、デジタイザ３２６を挟んだもう一方の突き出し面３２７ｂより短くなるように構成し
ている。しかも、デジタイザ３２６の背面にある突き出し面３２７ｂの長さは、液晶表示
部３１０の有効表示領域Ｃの境界よりも外側となるように構成している。このように構成
することによって、有効表示領域Ｃの内部に、磁性を帯びる可能性のある金属が入り込ま
ないようにしているので、デジタイザ３２６に電磁スタイラスから位置を入力する際に、
磁場が歪まず、デジタイザの位置確度を向上させることができる。
【００４４】
　本発明の実施の形態２における画像表示装置によれば、ＬＥＤ３２１は反射シート３２
４を介することなく、直接、放熱板３２７の突き出し面３２７ａに取り付けられている。
そのため、ＬＥＤ３２１から発生する熱は、直接、放熱板３２７の突き出し面３２７ａに
伝熱し、非常に効率的に放熱することができる。
【００４５】
　また、ＬＥＤ３２１の上部に押さえ金具３２９を取り付けており、この押さえ金具３２
９によってもＬＥＤ３２１からの放熱を促進させ、さらに筐体３３０から外部に放熱する
ことが可能となる。
【００４６】
　また、本発明の実施の形態２では、図３に示すように、デジタイザ３２６の裏面で放熱
板３２７の突き出し面３２７ｂに沿わせてステンレスなどからなる金属シート３３１を筐
体３３０の一部として設けてもよい。このようにすると、放熱板３２７に伝熱した熱を、
さらに伝熱面積の大きな金属シート３３１に伝えて放熱することができ、ＬＥＤ３２１の
放熱効果を高めることができる。
【００４７】
　なお、第１放熱板となる放熱板３２７は非磁性材料であり熱伝導性の高いアルミニウム
や銅など用いることができ、さらにステンレス材料などで構成することが望ましい。この
ように、金属材料で放熱板３２７を形成すると成型加工などによって容易に実現すること
ができるが、例えば熱伝導性に優れた炭素材料や、樹脂材料などで形成してもよい。
【００４８】
　このように、本発明の実施の形態２によれば、デジタイザの位置検出精度を向上させる



(8) JP 2009-217206 A 2009.9.24

10

20

30

40

50

ことができると同時に、ＬＥＤから発生する熱を非常に広い面積で効率的に放出できるた
め、ＬＥＤへの入力を大きくすることができ、高輝度のＬＥＤを用いることが可能になる
。そのため、非常に輝度が高く、かつ対話入力が可能な画像表示装置を実現することが可
能となる。
（実施の形態３）
　図４は、本発明の実施の形態３における画像表示装置を示す部分断面図である。実施の
形態３における画像表示装置は実施の形態２で述べた画像表示装置と基本構成は同様であ
り、実施の形態２とは端部領域Ａの構成が異なる。
【００４９】
　図４に示すように、画像表示装置の液晶パネル４０２は液晶表示部４１０とバックライ
ト光源部４２０とにより構成されている。液晶表示部４１０は射出側偏光板４１１と液晶
本体部４１２と入射側偏光板４１３とにより構成されている。また、バックライト光源部
４２０は、画像表示装置の短手方向片側の端部に配置された光源となるＬＥＤ４２１と、
ＬＥＤ４２１から放出される白色光４２２を導く導光板４２３と、導光板４２３の背面に
設置された反射シート４２４と、導光板４２３の前面に配置されたプリズムシート４２５
とにより構成されている。
【００５０】
　ＬＥＤ４２１から出射された白色光４２２は、そのままでは、液晶表示部４１０を均一
に光らせることができない。そのため、導光板４２３に導かれ、導光板４２３の背面に設
置された反射シート４２４によって、面上で均一に反射しプリズムシート４２５で液晶本
体部４１２に対して垂直な光となって放出されるようになっている。
【００５１】
　この光は、入射側偏光板４１３によって偏光されて、液晶本体部４１２の内部に封入さ
れた液晶のねじれ角に応じて射出側偏光板４１１によって出射光を部分的に遮り、画面上
に出てくる光量を変化させて画素毎の階調を決めることができる。
【００５２】
　ＬＥＤ４２１は、反射シート４２４と平行な面を有する基板として反射シート４２４か
ら延伸した基板の表面に固定され、さらにＬＥＤ４２１が配置された反射シート４２４の
基板裏面には、アルミニウムやステンレスなどの非磁性金属よりなる第２放熱板となる放
熱板４２６が固定されている。放熱板４２６はその放熱面積を増大させるようにＬ字形状
に形成されている。Ｌ字の一方の面には熱伝導性の両面粘着テープ４２８によって、同じ
くアルミニウムやステンレスなどの非磁性金属よりなるコの字形状の第１放熱板である放
熱板４２７が貼り合わされており、放熱板４２７の突き出し面４２７ａと突き出し面４２
７ｂとでデジタイザ４３０の端部領域Ｂを挟み込むように構成している。
【００５３】
　また、本発明の実施の形態３においても、実施の形態１あるいは実施の形態２と同様に
、放熱板４２７の反射シート４２４と接合している突き出し面４２７ａは、デジタイザ４
３０を挟んだもう一方の突き出し面４２７ｂより短く形成されている。しかも、デジタイ
ザ４３０の背面にある突き出し面４２７ｂの長さは、液晶表示部４１０の有効表示領域Ｃ
の境界よりも外側となるように構成している。このように構成することによって、有効表
示領域Ｃの内部に、磁性を帯びる可能性のある金属が入り込まないようにしているので、
デジタイザ４３０に電磁スタイラスから位置を入力する際に、放熱板４２６、４２７によ
るデジタイザ４３０への磁気的影響を除くことができ、正確に電磁スタイラス１０３から
の情報を入力することができる。
【００５４】
　また、これらの放熱板４２６、４２７やＬＥＤ４２１などの部材は、外部にむき出しに
ならないように筐体４３１によって覆われ、またＬＥＤ４２１の上面は押さえ金具４３２
を設けて筐体４３１に取り付けられている。
【００５５】
　このように、本発明の実施の形態３では、Ｌ字形状の第２放熱板となる放熱板４２６を
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高めることができる。また、Ｌ字形状をした放熱板４２６の、ＬＥＤ４２１を配置した面
と異なる面や、放熱板４２７の背面４２７ｃなどに放熱フィンを設ける構成として放熱効
果をさらに高めることも可能である。
【００５６】
　このように本発明の実施の形態３によれば、デジタイザの位置検出精度を向上させるこ
とができると同時に、ＬＥＤから発生する熱を非常に広い面積で効率的に放出できるため
、ＬＥＤへの入力を大きくすることができ、高輝度のＬＥＤを用いることが可能になる。
そのため、非常に輝度が高く、かつ長寿命の画像表示装置を実現することが可能となる。
【００５７】
　なお、本発明はバックライト光源としてＬＥＤを用いた場合について説明したが、他の
点光源を用い、さらにデジタイザなどを用いる場合に、光源からの放熱とデジタイザによ
る情報処理を正確に行うことが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００５８】
　本発明による画像表示装置は、光源からの放熱を効率的に行うとともに、デジタイザの
磁気的な歪みが少なく正確な位置情報を入力できるため、携帯用の情報端末の画像表示装
置などとして有用である。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の実施の形態１における画像表示装置を示す斜視図
【図２】図１におけるＡ－Ａ線の部分断面図
【図３】本発明の実施の形態２における画像表示装置の部分断面図
【図４】本発明の実施の形態３における画像表示装置の部分断面図
【符号の説明】
【００６０】
　１００　　画像表示装置
　１０１，３３０，４３１　　筐体
　１０２，３０２，４０２　　液晶パネル
　１０３　　電磁スタイラス
　２１０，３１０，４１０　　液晶表示部
　２１１，３１１，４１１　　射出側偏光板
　２１２，３１２，４１２　　液晶本体部
　２１３，３１３，４１３　　入射側偏光板
　２２０，３２０，４２０　　バックライト光源部
　２２１，３２１，４２１　　ＬＥＤ
　２２２，３２２，４２２　　白色光
　２２３，３２３，４２３　　導光板
　２２４，３２４，４２４　　反射シート
　２２５，３２５，４２５　　プリズムシート
　２２６，３２６，４３０　　デジタイザ
　２２７，３２７，４２７　　（第１）放熱板
　２２７ａ，３２７ａ，４２７ａ，２２７ｂ，３２７ｂ，４２７ｂ　　突き出し面
　２２７ｃ，４２７ｃ　　背面
　２２８，３２８，４２８　　両面粘着テープ
　２３０，３４０　　開口部
　３２９，４３２　　押さえ金具
　３３１　　金属シート
　４２６　　（第２）放熱板
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够可靠地输入数字转换器并充分辐射LED产
生的热量以实现高亮度和长使用寿命的图像显示装置。解决方案：图像
显示装置包括液晶面板102，LED 221和布置在液晶面板102的后表面上
的电磁感应型数字转换器226.具有开口部分230的U形散热板227在液晶
面板102的方向上开口并由非磁性材料制成的液晶面板102的周边边缘部
分的至少一个端部设置有LED 221.LED 221安装在散热板227上，并且，
散热板227中的开口部分230布置成覆盖数字转换器226的端部。
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